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１．研究計画の概要 
 本研究は 18 世紀を「公共知」の世紀とし
て捉え、『百科全書』に典型的に見られるよ
うな知の総合化の東西比較を行い、近代以降
の知の混迷の時代に示唆を与える処方箋を
見出すことを目指している。 
 
２．研究の進捗状況 
 昭和 18 年度にまず「ヴォルテールと孔子」
（孟華・北京大学）「聖人は幸福か？」（渡辺
浩・東京大学）の研究会を手始めに、翌 19
年度にはレカ・ティオミス（パリ第 10 大学）
を招いて東京と京都で『百科全書』研究の現
在をめぐって討議した。これと並行して国際
18 世紀学会に日韓共催でラウンドテーブル
を行うためのセッションを名古屋で韓国側
参加者を招いて行った。そのために本番では
充実した二つの研究会を開いて、西洋の参加
者からも共感をもって迎えられた。20 年度も
中国・韓国から研究者を迎え、百科全書的な
知識をめぐって研究集会を開き、成果を挙げ
ている。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
進捗状況にも記したように、これまでの蓄

積のうえに今年度の「知の原理、ないし方法」
をめぐるシンポジウムで、とりあえず本研究
の一応の結論を導き出す段階に達した。また
当初目指していた、成果を諸外国の研究者に
も発信していくことも積極的に行っている。
なお研究分担者である安藤隆穂氏個人の功

績ながら、昨年度の日本学士院賞受賞も本研
究会活動の幅を示すものと自負している。現
在は、年度末にむけて報告書の準備を進めて
いる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 18 世紀の東西にわたる百科全書的な知の
集積の大枠については明らかになったが、個
別の問題はまだ未解明の部分が多く、それら
をいかに解明し、その成果を総合して、現在
に活かして行くかは、今後に残された課題で
ある。 
 
５.代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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